
点
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
の
で
き
る

幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
く
。そ

し
て
、「
③
キ
ャ
リ
ア
科
目
」で
は
、卒

業
後
の
進
路
や
そ
こ
へ
至
る
ま
で
の
取

り
組
み
・
活
動
を
見
据
え
、自
主
性
や

協
働
力
、課
題
解
決
能
力
な
ど
の
社

会
的
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
く
。最

後
に「
④
総
合
科
目
」で
は
、自
校
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
解
し
な
が
ら
、

国
際
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、大
学
や

地
域
を
起
点
に
広
が
る
学
び
を
修
得

し
て
い
く
。

　　

ま
た
授
業
形
態
も
、よ
り
実
践
的

に
学
べ
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。そ

れ
が「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」だ
。す
べ
て
の
科

目
群
に
少
人
数
型
・
双
方
向
型
・
参
加

体
験
型
科
目
が
配
さ
れ
て
お
り
、主

体
的
な
学
習
や
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、相
互
協
力
的
な
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
経
験
を
重
ね
な
が
ら
、社

会
的
ス
キ
ル
を
養
う
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
頁
か
ら
紹
介
す
る
3
つ
の
授
業
は
、

い
ず
れ
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
、ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
双
方
向
、参
加

体
験
型
の
学
習
法
）が
採
用
さ
れ
て
い

る
の
が
特
長
だ
。ぜ
ひ
参
考
に
し
て
、こ

れ
か
ら
の
科
目
履
修
に
役
立
て
よ
う
。

　

追
手
門
の
学
び
は
、す
べ
て
の
学
部

教
育
の
土
台
と
な
る
学
力
や
教
養
を

身
に
つ
け
る
た
め
の「
基
盤
教
育
科
目

（
共
通
科
目
）」と
、専
門
性
の
高
い
知

識
や
ス
キ
ル
を
養
う「
学
科
科
目
」の

2
つ
の
柱
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　

そ
の
う
ち
の「
基
盤
教
育
科
目
」は
、

学
部
を
問
わ
ず
、本
学
へ
入
学
し
て
き

た
す
べ
て
の
学
生
が
標
準
的
に
身
に
つ

け
る
べ
き
内
容
・レ
ベ
ル
─
─“
追
大
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
”を
培
う
た
め
に
行
わ
れ

て
お
り
、次
の
4
つ
の
科
目
群
で
編
成

さ
れ
て
い
る
。

①「
学
ぶ
力
」を
養
う
基
礎
科
目

②「
考
え
る
力
」を
養
う
教
養
科
目

③「
生
き
る
力
」を
養
う
キ
ャ
リ
ア
科
目

④
自
校
教
育
や
コ
ー
ス
科
目
等
か
ら

な
る
総
合
科
目

　

ま
ず
、「
①
基
礎
科
目
」で
は
、大

学
で
の
学
び
や
希
望
す
る
進
路
に
お

い
て
、核
と
な
る
基
礎
的
知
識
や
汎

用
的
技
能
、表
現
力
を
育
成
し
て
い

く
。次
に「
②
教
養
科
目
」で
は
、さ
ま

ざ
ま
な
学
問
分
野
に
関
す
る
知
識
・

理
解
を
深
め
、多
角
的
・
相
対
的
な
視

P I C K  U P
［ 注 目 の 科 目 ］

“
追
大
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
”を

す
べ
て
の
学
生
に

追手門学院大学について知るための科目。
開学からの歴史や変遷を知るとともに、学
生や教員、卒業生などをゲスト講師として招
き、それぞれの視点から語られる“追手門”
に触れることで、本学での学びの新たな意
義を見出す。

追手門UI※論〜自校教育講座〜

※University Identity

特集
Spec i a l

F e a t u r e

学 外 へ 出 か け る 　 社 会 人 と 対 話 す る 　 新 た な 視 野 を 身 に つ け る

追手門学院大学では、講義以外にも多彩な形式の授業が行われている。
表現コミュニケーション、プロジェクト、教養ゼミ…。
これらの授業では、皆が自分自身で考え、ディスカッションやプレゼンテーションを行い、
ときには大学の外に飛び出すことさえもある。
講義で得た知識を社会につなげる──「進化する授業」、その教室を覗いてみよう。

進化する授業

［ i n te r v iew ：木下 由純／松岡 駿弥／八木 真奈美／壽崎 達也／酒井 智広 ］

▲商店街アートプラン（プロジェクト）／井上 典子 教授 ▲演劇ワークショップ（表現コミュニケーション）／山本 直子 講師 ▲追大周辺を歩き、見て、聞いて、考える（教養ゼミ）／南出 眞助 教授▲交渉学入門（表現コミュニケーション）／田上 正範 准教授

自
主
性
と
協
働
力
を

は
ぐ
く
む「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

▼
人
文
系

▼
社
会
系

▼
自
然
系

▼
オ
ー
プ
ン
ゼ
ミ

教養科目
〈考える力〉

キャリア科目
〈生きる力〉

●
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習

●
キ
ャ
リ
ア
形
成
論

●
社
会
人
の
基
礎

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
表
現
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
論

●
教
師
力
養
成
演
習

●
全
学
教
職
ゼ
ミ

▼
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
科
目

　
　

● 

新
入
生
演
習

　
　

● 

日
本
語
表
現

　
　

● 

入
門
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
　

● 

教
養
ゼ
ミ

▼ 

外
国
語

▼ 

体
育

基礎科目
〈学ぶ力〉

初年次科目▼ 

追
大
U
I
科
目

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
科
目

▼ 

国
際
交
流
科
目

総合科目

※
こ
の
ほ
か（
右
記
以
外
）に
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
科   

　

目
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、女
性
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス（
仮
称
）科

　

目
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

［ 基 盤 教 育 科 目 ］ C U R R I C U L U M  （ 2 0 1 5 年 度 ） ●＝科目／▼＝分野
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社会学部 社会学科 4年生

今井 実春さん

Miharu Imai

交
渉
学
入
門

利
害
関
係
や
対
立
構
造
に
あ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、交
渉
に

よ
っ
て
課
題
・
障
壁
を
乗
り
越
え
な
が
ら
い
か
に
中
長
期
的
な
信

頼
関
係
を
築
け
る
か
、と
い
っ
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
、社

会
的
ス
キ
ル
と
し
て
欠
か
せ
な
い﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
﹂の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。授
業
形
態
も
、個
人
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
行
わ
れ
て
お
り
、交
渉
ま
で
の
過
程
で

学
べ
る
こ
と
も
多
い
。︵
記
載
の
内
容
は
2
0
1
4
年
度
に
開
講
さ
れ
た
も
の
で
す
。︶

信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら

合
意
す
る
た
め
の
社
会
的
ス
キ
ル
を
養
う
。

▼ 

表
現
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

▼ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

商
店
街

ア
ー
ト
プ
ラ
ン

商
店
街
が
持
つ＂
文
化
装
置
＂と
し
て
の
側
面
に
着
目
し
、活
性

化
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
。昨
年
度
の
秋

学
期
は﹁
茨
木
阪
急
本
通
商
店
街
﹂を
対
象
と
し
、実
際
に
出
向

い
て
観
察
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
な
が
ら
、魅

力
を
再
発
見
し
た
う
え
で
、今
後
の
あ
り
方
を
成
果
と
し
て
ま

と
め
て
い
っ
た
。意
匠
や
景
観
、地
域
振
興
や
社
会
問
題
、取
材

や
企
画
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
興
味
が
学
び
に
活
か
せ
る

科
目
と
な
っ
て
い
る
。 ︵
記
載
の
内
容
は
2
0
1
4
年
度
に
開
講
さ
れ
た
も
の
で
す
。︶

街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に

自
分
た
ち
の
感
性
を
発
揮
し
よ
う
。

教員 × 学生│ここがおもしろい！教員 × 学生│ここがおもしろい！

今取り組んでいるのは、「限定のメモリアルウォッチを販売するショップオーナー」と
「限定品を手に入れたいコレクター」との売買交渉、という設定。学生たちは売り手
または買い手に分かれ、交渉に臨みますが、単純な値引き交渉や巧みな話術だけで
は上手くいきません。

各グループ内での議論が進んでいくと、視野が狭くなっていたり、考え方が
偏ったりして議論が硬直していくことがあります。紛争に巻き込まれて困り果
て、弁護士に相談に来る方にも似たことがあります。そんな時は、発想を和らげ
るような投げかけや、別の角度からの問いかけをして、話を活性化させます。

コレクター側の場合なら、「限定品なのですぐに手に入れたいの
か、待ってでも仲間の分まで個数を優先すべきか」「そもそもその
時計は本物なのか、偽物なのか」等々、グループで話し合い、でき
るだけ多くのケースを想定しながら、対策を練っていきます。

社会学部 社会学科 4年生

今井 実春さん

Miharu Imai

るだけ多くのケースを想定しながら、対策を練っていきます。

まずは自分で考えてみることが大切なんですが、グループメンバー
同士でいろんな意見を出し合うと、思いもよらなかった発見もありま
すし、多くのアイデア・選択肢の中から練っていくほうが、より良い交
渉案になりますね。

毎回授業に出るたびに新たな視点や考え方が見つかるので、楽し
いです。また、ゲスト講師として社会人の方に参加いただける回もあ
るのですが、就かれている職業なりのものの見方や意見に触れられ
るのも勉強になりますね。

心理学部 心理学科
卒業生（取材時4年生）

田崎 優里さん

Yuur i  Tasaki

心理学部 心理学科 2年生

澤田 萌花さん

Moeka Sawada

いです。また、ゲスト講師として社会人の方に参加いただける回もあ
るのですが、就かれている職業なりのものの見方や意見に触れられ
るのも勉強になりますね。

心理学部 心理学科 2年生

澤田 萌花さん

Moeka Sawada

各自が考えた案をもとに、対立する相手と交渉しますが、特に正解はありません。一見、
損得や勝ち負けが気になりますが、それよりも交渉後の関係性が大事です。また会いた
いか、二度と会わないか。互いの意図やプロセスを開示しながら、どうすればより信頼で
きる関係につながるのかを検証していきます。

まず「茨木阪急本通商店街」の立地や歴史について知り、その後実際に商店街へ足を
運んで現地調査に取り掛かります。ただ、「自由に調査しましょう」と言っても最初は戸惑
うので、建築の先生を招いて建物や意匠装飾などについて解説いただきました。これを
参考として、各自が自分なりの感性、視点での発見を促すところから始めました。

学生たちが“面白い”と思い惹きつけられるものを見ていると、驚か
されることも多く、新たな発見がありました。世代が変わると異なる
感性もあれば、世代を超えて響くものもあるんだなぁ…という気づき
もありましたね。

自分が気になるポイントを探して歩き、見つかると写真に収めていき
ました。かわいい手作りの看板に、お店の方の思いが込められてい
るなぁと感じたり。普段の生活では、気付かず見過ごしていることが
意外に多いんだなと思いましたね。

振興組合をはじめ、商店街に関わる方々にも話を聞くことができま
した。喫茶店での取材は、特に印象に残っていますね。店内で使わ
れている鏡が、閉店した美容室から譲り受けたものだったり、街が時
代とともに移り変わっていくさまを伺えました。

この「プロジェクト」は、自分の目で見、生の声を聞くことができるの
で、時には思いもよらなかったことを学べるところが楽しいですね。
将来は地元の行政で働きたいと思っているので、今学んでいること
を活かしていきたいです。

で、時には思いもよらなかったことを学べるところが楽しいですね。
将来は地元の行政で働きたいと思っているので、今学んでいること
を活かしていきたいです。

４回にわたる調査をふまえて行ったディスカッションの内容をもとに、商店街と行政へ向
けての意見提案書を策定し、提出しました。こういう実務作業も調査と同じくらい大切な
ので、粘り強く頑張ってほしいですね。自分たちの感じた事、考えた事をどのように提案
すれば、行政や商店街の人たちに響くかを考える事も大切です。

アーカス総合法律事務所

松木 俊明さん

Toshiak i  Matsuk i

経営学部 
マーケティング学科 4年生

上原 沙斗子さん

Satoko Uehara

経済学部 経済学科 3年生

壽崎 達也さん

Ta t suya Suzaki

経済学部 経済学科 3年生

出田 翼さん

Tsubasa Izu ta

すし、多くのアイデア・選択肢の中から練っていくほうが、より良い交すし、多くのアイデア・選択肢の中から練っていくほうが、より良い交

心理学部 心理学科
卒業生（取材時4年生）

田崎 優里さん

Yuur i  Tasaki

すれば、行政や商店街の人たちに響くかを考える事も大切です。

地域創造学部

井上 典子教授

Noriko Inoue

スタッフの視点から
受講している立場でもある私が、この授業で学んだことは２つあります。一つは行動力──自分自身で動かないと何も進まないということです。そしてもう一つは親よりも
年齢が高い人たちとの接し方です。これから、もっとこれらの力を成長させていきたいと思います。（上原 沙斗子）

学生たちが“面白い”と思い惹きつけられるものを見ていると、驚か
されることも多く、新たな発見がありました。世代が変わると異なる
感性もあれば、世代を超えて響くものもあるんだなぁ…という気づき

経営学部 
マーケティング学科 4年生

上原 沙斗子
Satoko Uehara

振興組合をはじめ、商店街に関わる方々にも話を聞くことができま振興組合をはじめ、商店街に関わる方々にも話を聞くことができま
した。喫茶店での取材は、特に印象に残っていますね。店内で使わした。喫茶店での取材は、特に印象に残っていますね。店内で使わ
れている鏡が、閉店した美容室から譲り受けたものだったり、街が時れている鏡が、閉店した美容室から譲り受けたものだったり、街が時
代とともに移り変わっていくさまを伺えました。代とともに移り変わっていくさまを伺えました。

経営学部 

懐かしくて新しい！商店街！

基盤教育機構

田上 正範准教授

Masanor i  Tagami

自分が気になるポイントを探して歩き、見つかると写真に収めていき

スタッフの視点から
課題に対して、グループ全員で意見を出し合い、交渉の筋道を立てていく。そんな授業に皆が頭を悩ませながらも、非常に楽しそうにしていたのが印象的でした。互いに
思った事をぶつけ合い、一緒に考えるという作業は、私たち学生の将来に役立つ力にもなると感じました。（壽崎 達也）

るような投げかけや、別の角度からの問いかけをして、話を活性化させます。

アーカス総合法律事務所

松木 俊明さん

Toshiak i  Matsuk i

弁護士の
先生も

授業に参加
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追
大
周
辺
を
歩
き
、

見
て
、聞
い
て
、考
え
る

追
大
の
あ
る
茨
木
・
安
威
を
中
心
に「
自
然
環
境
」「
地
理
的
環

境
」「
歴
史
的
環
境
」「
住
民
生
活
」「
事
業
所
・
機
関
」な
ど
の

切
り
口
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、考
察
し
て
い
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

科
目
。大
学
が
、自
然
環
境
と
共
に
あ
り
、地
域
社
会
に
根
ざ
し

た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
う
え
で
、も
っ
て
こ
い
の
科

目
と
な
っ
て
い
る
。地
図
を
手
に
、周
辺
エ
リ
ア
を
歩
き
な
が
ら

行
わ
れ
る
授
業
で
あ
る
た
め
、梅
雨
の
な
い
秋
学
期
に
開
講
さ

れ
て
い
る
。　
　
　

  

（
記
載
の
内
容
は
2
0
1
4
年
度
に
開
講
さ
れ
た
も
の
で
す
。）

地
図
と
現
地
か
ら
学
ぶ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
入
門
。

▼ 

教
養
ゼ
ミ

教員 × 学生│ここがおもしろい！

国際教養学部

南出 眞助教授
Shinsuke Minamide

経営学部
マーケティング学科 2年生

柏原 勝成さん
Katsunari Kashihara

経営学部 経営学科 2年生

高畑 雄咲さん
Yusaku Takahata

行き先はテーマによって変わります。「自然環境」を知るために大学の裏山を探索した
り、「地理的環境」を知るために府道「茨木亀岡線」を辿ったり。「歴史的環境」を知る
ために安威神社にも行きましたね。今回は、地元の「住民生活」を知るために、大学から
徒歩約15分の『北茨木名店街』を訪ねました。

今回資料として用意したのは、大学から名店街までの経路を含む地
図と、1992年と1997年の名店街のエリアマップ。現地の状況と合わ
せてそれらを見ると、今もある店と変わっている店なども分かり、街の
変遷を知ることができます。

学外へ出掛ける、というスタイルの授業はこれまで経験したことがな
かったので、とても新鮮ですね。履修時の予想以上に、とにかく“歩
く”授業ですが、この日はほんとうに寒かったので、覚悟と気合が必
要でした。

マーケティング学科 2年生

柏原 勝成さん
Katsunari Kashihara

現地に着くと、名店街のすぐ裏手には2000年に開業したという
ショッピングセンターが見えていました。当然その影響はあるだろう
なぁと容易に想像できましたね。人のつながりにも影響するのかと考
えると、複雑な心境になります。

スクールバスを使って通学しているため、大学近辺をほとんど知ら
ないまま過ごしてきたので、この授業を履修して良かったですね。自
分の入学した大学について知ることにもつながるので、1年生には
特におすすめです。皆で歩くので、友達もできやすいですよ。
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スタッフの視点から
追大からアルプラザ近くの商店街へ。震えるほど寒い日でしたが、地図を片手に楽しそうに歩く南出先生と学生たちが印象的でした。歩き、見て、聞いて、考える。教室で
受ける講義ではなく、実際に自分たちの足で行動し体験するからこその“学び”がこの授業のおもしろさだと思います。（木下 由純）
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なぁと容易に想像できましたね。人のつながりにも影響するのかと考なぁと容易に想像できましたね。人のつながりにも影響するのかと考
えると、複雑な心境になります。

この授業では、自分の目で見てみることが大切なんだ、ということを伝えたいんです。知
識がなくても、現地に行って現物を見れば何かしらの発見があり、そこから何かを感じ、
考えることができますから。教室で知識を得るのとはまた違った、新たな学び方のきっか
けにしてもらえると嬉しいですね。

教授

Shinsuke Minamide
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